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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】コスト増加、質量増加を招くことなく車両の低
床化を実施できるサスペンションを提供する。
【解決手段】サスペンションは、左後輪と右後輪とをそ
れぞれ回転可能に支持するキャリア１０と、左右輪のキ
ャリア１０を互いに連結するビーム２０と、ビーム２０
の左右両側位置でビーム２０を車体に連結する一対のト
レーリングアームとを備える。ビーム２０は、車軸線Ｌ
ｗに対して下方向にオフセットした位置でキャリア１０
に溶接接続される。溶接部Ｘにおける溶接ラインＬａは
、車軸線Ｌｗと直交する面に対して非平行となる傾斜溶
接ラインＬａ２を含んでいる。これにより、溶接部Ｘの
強度を維持することができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左車輪と右車輪とをそれぞれ回転可能に支持する一対のキャリアと、
　一方端が左車輪のキャリアに溶接により接合され、他方端が右車輪のキャリアに溶接に
より接合されて、左車輪のキャリアと右車輪のキャリアとを連結する管状のビームと、
　前記ビームの左右両側を車体に連結する一対のアームと
　を備えた車両用サスペンションにおいて、
　前記一対のキャリアのそれぞれと前記ビームとは、前記ビームの端部の中心軸線が前記
キャリアに支持される車輪の車軸線に対して上下方向あるいは車両前後方向にオフセット
された位置関係にて溶接により接合されるとともに、
　前記溶接による接合ラインは、前記車軸線と直交する面に対して非平行となる部分を有
する車両用サスペンション。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、左右輪をビームで連結したリジッド式の車両用サスペンションに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、特許文献１には、３リンク式リヤサスペンションが提案されている。この３リ
ンク式リヤサスペンションは、左右の後輪を連結するパイプ状のビームと、ビームの左右
両側を車体に連結する一対のトレーリングアームとを備えている。ビームの両端は、左右
の車輪を回転可能に支持するキャリアに接続される。キャリアとビームとは、同軸状に配
置、つまり、ビームの中心軸線がキャリアに支持される車輪の車軸線と同じ位置になるよ
うに配置されて溶接により接続される。こうした３リンク式リヤサスペンションは、例え
ば、タクシー、バスなどに使用される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－１１６９９８号公報
【発明の概要】
【０００４】
　車両を低床化して後部座席空間、荷室空間を広くしようとすると、ビームを低い位置に
配置する必要が生じる。この場合、ビームの両端部を湾曲させビーム中央部を下方に配置
可能な形状とする手法が考えられる。しかし、ビームを大きく湾曲させた場合には、ビー
ム自体の強度が低下してしまうため、ビームの板厚の増加、高強度を有する材料への変更
、及び、補強部材の追加等の対策が必要となり、コスト増加及び／又は質量増加を招いて
しまう。
【０００５】
　また、ビームをキャリアに対して下方にオフセットさせた位置で溶接すれば、ビームを
大きく湾曲させなくても、低床化を図ることができる。しかし、ビームとキャリアとが同
軸状に配置されなくなることから、ビームとキャリアとの溶接部に曲げモーメントによる
応力集中が生じる。このため、溶接部の強度を高くする必要がある。補強部材で対策した
場合には、コスト増加、質量増加を招いてしまう。
【０００６】
　また、低床化に限らず、レイアウトの関係で（例えば、ビームと燃料タンクとの干渉を
避けるため）ビームの配置を上下あるいは前後に変更したいという要求に応える場合にも
上記の問題が生じる。
【０００７】
　本発明は、上記問題を解決するためになされたものであり、コスト増加及び／又は質量
増加を抑えつつ、適正な強度を維持してビームの配置変更に対応できる車両用サスペンシ
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ョンを提供することを目的とする。
【０００８】
　上記課題を解決する本発明の特徴は、左車輪と右車輪とをそれぞれ回転可能に支持する
一対のキャリア（１０）と、一方端が左車輪のキャリアに溶接により接合され、他方端が
右車輪のキャリアに溶接により接合されて、左車輪のキャリアと右車輪のキャリアとを連
結する管状のビーム（２０）と、前記ビームの左右両側を車体に連結する一対のアーム（
３０）とを備えた車両用サスペンションにおいて、
　前記一対のキャリアのそれぞれと前記ビームとは、前記ビームの端部の中心軸線（Ｌｂ
）が前記キャリアに支持される車輪の車軸線（Ｌｗ）に対して上下方向あるいは車両前後
方向にオフセットされた位置関係にて溶接により接合されるとともに、
　前記溶接による接合ライン（Ｌａ）は、前記車軸線と直交する面に対して非平行となる
部分（Ｌａ２）を有することにある。
【０００９】
　本発明においては、左右の車輪は、それぞれキャリアによって回転可能に支持される。
各キャリアは、管状のビームによって連結される。ビームの左右両側は、一対のアームに
よって車体に連結される。これにより、左右の車輪は、車体に対して回転可能に支持され
る。
【００１０】
　また、本発明では、キャリアとビームとは、ビームの端部の中心軸線がキャリアに支持
される車輪の車軸線に対して上下方向あるいは車両前後方向にオフセットされた位置関係
にて溶接により接合される。「上下方向あるいは車両前後方向」とは、上方向、下方向、
車両前方向、車両後方向の何れかを意味するだけでなく、それらの方向を組み合わせた方
向であってもよい。このように、ビームのキャリアに対する溶接接合位置を車軸線からオ
フセットさせることにより、ビームの配置変更に対応できる。例えば、車両の低床化に対
しては、ビームのキャリアに対する溶接接合位置を車軸線から下方にオフセットさせるこ
とにより実施することができる。この場合、ビームを大きく湾曲させなくてもすむため、
ビーム自体を補強する必要がない、あるいは、補強した場合でも補強の程度を小さくする
ことができる。
【００１１】
　ビームのキャリアに対する溶接接合位置を車軸線に対してオフセットさせた場合には、
ビームとキャリアとの溶接部に曲げモーメントによる応力集中が生じるため、溶接部の強
度を高める必要がある。一般に、溶接部に入力される荷重を、溶接ラインに対して垂直方
向の成分となる垂直荷重と、溶接ラインに平行な成分となる剪断荷重とに分解した場合、
溶接部は、剪断荷重に対して強度的に強いが、垂直荷重に対しては強度的に強くない。そ
こで、本発明においては、溶接による接合ラインは、車軸線と直交する面に対して非平行
となる部分を有している。溶接部には、車軸線と同じ方向の荷重が入力される。従って、
車軸線と直交する面に非平行な溶接ラインを設けることで、溶接部に働く垂直荷重を減ら
して剪断荷重を増やすことができる。これにより、本発明によれば、溶接部の強度を高め
ることができる。従って、補強部材等を使って溶接部を補強する必要がない、あるいは、
補強した場合でも補強の程度を小さくすることができる。
【００１２】
　この結果、本発明によれば、コスト増加及び／又は質量増加を抑えつつ、適正な強度を
維持してビームの配置変更に対応できる。
【００１３】
　尚、上記説明においては、発明の理解を助けるために、実施形態に対応する発明の構成
に対して、実施形態で用いた符号を括弧書きで添えているが、発明の各構成要件は上記符
号によって規定される実施形態に限定されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本実施形態に係るサスペンションの斜視図である。
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【図２】ビームとキャリアとの接合部を車両の背面側から見て表した図である。
【図３】ビームの湾曲と接合位置のオフセットとの関係を、車両の背面側から見て表す説
明図である。
【図４】溶接部に働く荷重の垂直成分と剪断成分とを表す説明図である。
【図５】溶接部のバリエーションを車両の背面側から見て表した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の一実施形態に係る車両用サスペンションについて図面を用いて説明する
。図１は本実施形態に係るサスペンションの斜視図である。本実施形態のサスペンション
は、左右の後輪を懸架する３リンク式のサスペンションである。サスペンションは、左後
輪と右後輪とをそれぞれ回転可能に支持するキャリア１０と、左右輪のキャリア１０を互
いに連結するビーム２０と、ビーム２０の左右両側位置でビーム２０を車体に連結する一
対のトレーリングアーム３０とを備えている。
【００１６】
　キャリア１０には、図２に示すように、車幅方向外側に開口したハブ装着口１１が形成
されており、ハブ装着口１１に図示しないアクスルハブユニットが取り付けられる。アク
スルハブユニットは、ボールベアリングを内蔵し、ボールベアリングのアウタレースがキ
ャリアのハブ装着口１１に固定され、インナレースの車幅方向外側が円盤状に形成されて
車輪締結部を構成している。図１における符号１２は、アクスルハブユニットのアウタレ
ースを表示している。
【００１７】
　ビーム２０は、左後輪のキャリア１０と右後輪のキャリア１０とを互いに連結する金属
製円筒パイプである。ビーム２０は、その両端が溶接によってキャリア１０に直接接合さ
れている。ビーム２０の左右両側には、トレーリングアーム３０の後端を連結するブラケ
ット４０、および、図示しないショックアブソーバの下端を連結するブラケット４１がそ
れぞれ溶接によって接合されている。トレーリングアーム３０は、後端に図示しない円筒
ブッシュが設けられており、このブッシュを介してブラケット４０に連結される。トレー
リングアーム３０は、前端に図示しない円筒ブッシュが設けられており、このブッシュを
介して車体に連結される。ショックアブソーバは、ダンパーと、ダンパーの外周に巻回さ
れたサスペンションバネとを備えており、上端が車体に連結され、下端がブラケット４１
に連結される。
【００１８】
　本実施形態のサスペンションは、車両の低床化のために、ビーム２０を低い位置に配置
することが要求されている。このため、ビーム２０は、図１に示すように下方に湾曲した
形状に形成されている。この場合、新たな補強を行わずにビーム２０の適正強度を維持す
るためには、ビーム２０を大きく湾曲させることができない。このため、ビーム２０の湾
曲量は、強度に支障のない範囲とされている。ビーム２０の湾曲分だけでは低床化の要求
に応えられない。そこで、本実施形態においては、ビーム２０は、図２に示すように、キ
ャリア１０に対して下方にオフセットされた位置、つまり、ビーム２０の端部の中心軸線
Ｌｂが車軸線Ｌｗ（キャリア１０に支持される車輪の車軸線）に対して下方向にオフセッ
トされた位置にて溶接接合されている。このようにビーム２０をキャリア１０に対して下
方にオフセットさせることにより、ビーム２０を大きく湾曲させなくても、車両の低床化
に応えることができる。尚、ビーム２０の端部の中心軸線Ｌｂと車軸線Ｌｗとは平行であ
る。
【００１９】
　例えば、ビーム形状だけによって低床化を実施する場合には、図３の破線に示すように
、大きく湾曲したビーム２０’を使用する必要がある。この場合には、ビーム２０’自体
の強度が低下してしまうため、ビーム２０’の板厚の増加、高強度を有する材料への変更
、補強部材の追加等の対策が必要となり、コスト増加、質量増加を招いてしまう。一方、
ビーム形状と、キャリア１０’への接合位置のオフセットとを組み合わせて低床化を実施
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する場合には、図３の実線に示すように、湾曲量の小さなビーム２０”を使用することが
できる。この場合には、ビーム２０”の補強を行わなくてもよい、あるいは、補強の程度
が少なくてすむ。
【００２０】
　ところで、ビーム２０の接合位置を車軸線Ｌｗから下方にオフセットさせた場合には、
ビーム２０とキャリア１０とが同軸状に配置されなくなることから、ビーム２０とキャリ
ア１０との溶接部に曲げモーメントによる応力集中が生じる。このため、溶接部の強度を
高める必要がある。溶接部の溶接ラインが入力荷重の方向に対して直交する場合は、直交
しない場合に比べて溶接強度が低い。そこで、本実施形態においては、図２に示すように
、ビーム２０の両端は、溶接部Ｘの溶接ラインＬａが、車軸線Ｌｗと直交する面に対して
非平行となる部分Ｌａ２を有するように形成されている。そのようにするために、本実施
形態のビーム２０の両端は、中心軸線Ｌｂに対して傾斜した面で切断された傾斜端部２１
と、中心軸線Ｌｂに対して直交した面で切断された垂直端部２２とを備える。一方、キャ
リア１０の裏面（車幅方向内側面）は、ビーム２０の傾斜端部２１と当接する傾斜面部１
３と、ビーム２０の垂直端部２２と当接する垂直面部１４とを備えている。ビーム２０は
、その端部（傾斜端部２１、垂直端部２２）をキャリア１０の裏面（傾斜面部１３、垂直
面部１４）に突き当てた状態でキャリア１０に溶接接合される。従って、ビーム２０の端
部の中心軸線Ｌｂと車軸線Ｌｗとを平行に維持して、溶接ラインＬａの一部Ｌａ２を、車
軸線Ｌｗと直交する面に対して非平行となるようにすることができる。
【００２１】
　図４に示すように、溶接部Ｘには、キャリア１０から車幅方向（車軸線Ｌｗの方向）に
入力荷重Ｆが作用する。この入力荷重Ｆは、溶接ラインＬａに対して垂直方向の成分とな
る垂直荷重Ｆ１と、溶接ラインＬａに平行な成分となる剪断荷重Ｆ２とに分解できる。溶
接部Ｘは、剪断荷重Ｆ２に対して強度的に強いが、垂直荷重Ｆ１に対しては強度的に強く
ない。そこで、本実施形態においては、ビーム２０の端部に傾斜端部２１を形成し、キャ
リア１０の裏面に傾斜面部１３を形成することで、溶接ラインＬａに、車軸線Ｌｗと直交
する面に対して非平行となる部分Ｌａ２を設けている。溶接ラインＬａにおいて、車軸線
Ｌｗと直交する面に対して非平行となる部分を傾斜溶接ラインＬａ２と呼び、車軸線Ｌｗ
と直交する面に対して平行となる部分を垂直溶接ラインＬａ１と呼ぶ。このように傾斜溶
接ラインＬａ２を含んだ溶接ラインＬａを形成することで、溶接部Ｘに作用する垂直荷重
Ｆ１を低減し、剪断荷重Ｆ２を増加させることができる。従って、溶接部Ｘの強度を高め
ることができる。
【００２２】
　以上説明した本実施形態のサスペンションによれば以下の効果を奏する。
　１．ビーム２０を車軸線Ｌｗに対して下方にオフセットさせた位置でキャリア１０に接
合したため、ビーム２０の湾曲量を少なくしても低床化を図ることができる。このため、
ビーム２０自体を補強する必要がない。
　２．ビーム２０の接合位置を車軸線Ｌｗから下方にオフセットさせた場合には、ビーム
２０とキャリア１０との溶接部Ｘに曲げモーメントが働くが、傾斜溶接ラインＬａ２を含
んだ溶接ラインＬａを形成したため、溶接部Ｘの強度を高めることができる。従って、補
強部材等を使って溶接部Ｘを補強する必要がない。
　３．これらの結果、補強に伴うコスト増加、質量増加を招くことなく車両の低床化を実
施することができる。
　４．サスペンションの剛性の低下は、操縦安定性を低下させることになるが、本実施形
態によれば、ビーム２０とキャリア１０との溶接部Ｘの剛性を確保することができるため
、低床化と操縦安定性の確保とを両立させることができる。
　５．ビーム２０とキャリア１０との溶接部Ｘに補強部材を設けなくて良いため、ブラケ
ット４０，４１の位置を溶接部Ｘに近い車幅方向外側に配置することができる。従って、
ショックアブソーバの上端を連結する車体部材（リアサスタワー取付部）を車幅方向外側
に配置することができ、これに伴って、荷室スペースを広くすることができる。
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　６．ビーム２０とキャリア１０との溶接部Ｘにおける結合剛性は、サスペンションのノ
イズ特性および振動特性に影響する。従って、溶接ラインＬａの設定により、上記特性を
簡単に調整することができる。
【００２３】
　以上、本実施形態の車両用サスペンションについて説明したが、本発明は上記実施形態
に限定されるものではなく、本発明の目的を逸脱しない限りにおいて種々の変更が可能で
ある。
【００２４】
　例えば、本実施形態においては、ビーム２０とキャリア１０との溶接部Ｘに補強部材を
設けていないが、必要に応じて補強部材を設けても良い。その場合であっても、傾斜溶接
ラインＬａ２によって溶接部Ｘが補強されているため、新たに追加する補強程度は僅かで
すみ、補強部材のコスト、質量の増加を抑えることができる。
【００２５】
　また、ビーム２０とキャリア１０との溶接部Ｘは、任意に設定出来るものであって、例
えば、図５（ａ）に示すように、直線状の溶接ラインＬａであってもよいし、図５（ｂ）
に示すように階段状の溶接ラインＬａであってもよいし、図５（ｃ）に示すように湾曲部
を有する溶接ラインＬａであってもよい。何れも、溶接ラインＬａ中に、溶接部Ｘの補強
が可能となる程度に、車軸線Ｌｗと直交する面に対して非平行となる部分が含まれていれ
ばよい。
【００２６】
　また、本実施形態においては、ビーム２０を下方に湾曲形成させているが、必ずしも湾
曲させる必要はない。
【００２７】
　また、本実施形態のサスペンションは、ビーム２０を車軸線Ｌｗに対して下方にオフセ
ットさせた位置でキャリア１０に溶接接合して低床化を実施するものであるが、本発明は
、ビーム２０を車軸線Ｌｗに対して下方にオフセットさせた位置でキャリア１０に溶接接
合するものに限るものではなく、ビーム２０を車軸線Ｌｗに対して上方、前方、後方の何
れか、あるいは、それらを組み合わせた方向にオフセットさせた位置でキャリア１０に溶
接接合するものであってもよい。例えば、他の車両部品（燃料タンクなど）とのレイアウ
トの関係で、他の車両部品との干渉を避ける方向にビームをオフセットさせた場合におい
ても、本発明を適用することができる。この場合であっても、本発明によれば、上記の作
用効果を奏する。
【符号の説明】
【００２８】
　１０…キャリア、１３…傾斜面部、１４…垂直面部、２０…ビーム、２１…傾斜端部、
２２…垂直端部、３０…トレーリングアーム、Ｆ…入力荷重、Ｆ１…垂直荷重、Ｆ２…剪
断荷重、Ｌａ…溶接ライン、Ｌａ１…垂直溶接ライン、Ｌａ２…傾斜溶接ライン、Ｌｂ…
中心軸線、Ｌｗ…車軸線、Ｘ…溶接部。
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